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研究成果の概要（和文）：　本研究課題では主に以下の2点に取り組んだ。一つは形態統語面から見た主要部と依存部
の変化である。例えば、18世紀後半頃まではit is > ’tis が散見していたが、19世紀以降はit is > it’sへと依存
関係が変化した。この変化には「大母音推移」と呼ばれる音韻変化が起因している。もう一つは、談話情報面からみた
主要部と依存部の変化である。例えばThe fact is that I don’t like itでは、the fact isが統語上主要部であるが
、談話情報上はI don’t like it が中心である。この変化には「従属節の主節化」という通言語的な特徴が現れてい
る。

研究成果の概要（英文）：　This research project addresses the following two issues. One concerns 
head-dependent relations and change in morphosyntax. The contracted form ’tis (< it is) is often found 
until the end of the eighteenth century, while it’s (< it is) becomes predominant in usage and frequency 
from the nineteenth century onward. This radical morphosyntactic change is brought about by the Great 
Vowel Shift, i.e. the long term change of the sound system roughly in 1500 through 1700. The other 
centers on head-dependent relations and change with respect to the flow of information in discourse. In 
the sentence The fact is that I don’t like it, the first part the fact is can be regarded as head and 
the second part I don’t like it as dependent from a syntactic point of view; however, viewed from the 
perspective of information flow and status, the second part becomes primary. This change, i.e. from 
subordinate clause to main clause, is witnessed in a variety of languages, known as insubordination.

研究分野：英語学
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１．研究開始当初の背景 

 

 本研究は、平成 22 年度から平成 24 年度ま
で採択された科学研究費若手研究(B)「主要部
標示型から依存部標示型へ－歴史言語類型
論から見た英語人称代名詞の特異性－」（研
究課題番号：22720194 研究代表者：柴﨑礼士
郎）の延長線上に位置する。本研究課題は国
際共同研究として、連携研究者東泉裕子氏
（東京学芸大学留学生センター）および研究
協力者 Jerzy Nykiel 氏（申請当時ポーランド･
シレジア大学、現在ノルウェー･ベルゲン大
学）と実施した。 

 研究代表者（柴﨑）が前科研費の研究を進
める中で、関連研究に取り組む東泉氏、およ
び、Nykiel 氏との交流と親交が深まった。研
究開始以前より、Nykiel 氏は古英語から初期
近代英語にかけての従属節の構文変化を、東
泉氏は初期近代英語から現代英語にかけて
の従属節の主節化を、そして、柴﨑は初期/

後期近代英語から現代英語にかけての主節
の談話標識化という一見異なる言語変化に
取り組んでいた。一言語内の特定の表現を集
中的に分析研究することも大切ではある。し
かし、近い談話機能を有する関連構文を比較
分析することにより、時代を超えたところに
潜在する人間に共通の認知的･相互行為的営
みとその言語的顕在化をより良く理解でき
るという点において 3 名は見解が一致し、国
際共同研究へと繋がった。 

 

２．研究の目的 

 

研究開始当初の目的は以下の通りであっ
た。言語類型論上の分類の一つとして、「主
要部標示」（head-marking）と「依存部標示」
（dependent-marking）がある。その類型の中
で、代名詞主語は音韻形態的に縮約して述部
要素へ標示される前者のタイプが一般的で
あり、英語史においても確認可能であった
（e.g. it was > ’twas, it is > ’tis）。しかし、現代
英語では形態依存関係が逆転しており（e.g. it 

is > it’s）、その原因を言語内的且つ言語外的
に解明することが目的であった。 

一方、各年度の実施状況報告書でも述べた
通り研究の進捗は予想以上に良く、本課題は
形態統語面に重点を置く研究から、談話構造
あるいは情報連鎖というより視野の広い角
度から「主要部と依存部」全体を俯瞰する方
向へと拡張した。例えば The fact is that I don’t 

want to go there では、the fact is が統語上主要
部であるが、談話情報上は I don’t want to go 

there が中心である。つまり、主要部と依存部
という課題設定は、複数の分析手続きを取り
入れることを可能とする柔軟性と汎用性を
伴い、且つ、言語研究の最前線とも符合する

時宜を得たものであることを裏付けている。
ドイツ語研究者（ブレーメン大学大塚瞳氏）
との英独対照研究も実現し、結果的に、より
包括的に言語現象を捉えることができた。 

 

３．研究の方法 

 
 研究目的達成のために、古英語末期から現
代英語までの広い範囲を調査対象時期とし
た。基礎調査には市販コーパスを用いて言語
変化の大まかな流れを確認し、その後、必要
な場合には以下のデータベースを用いて補
完調査も実施した。(1)本学明治大学図書館所
蔵の 17 世紀から 19 世紀までの電子資料の利
用、(2)主要文学作品が無料で入手可能な電子
テクスト・アーカイブ Project Gutenberg 

(https://www.gutenberg.org/)および Oxford Text 

Archive (http://ota.ahds.ac.uk/)の利用、(3)無料
検 索 ツ ー ル AntConc 

(http://www.laurenceanthony.net/software.html) 

ソフトウェアを用いた点である。 

 一方、下記の 2 点には留意した。一つは原
典･原文の確認である。歴史資料を電子化す
る際に、取り分け 18 世紀以前のものには句
読点等へ編集者の解釈が施されている場合
が多く、校訂本毎に異なる資料も多い。更に、
コーパスには入力ミスが付きものであり、原
文へのアクセスが制限されている無償公開
コーパスも存在する。そこで、具体的コンテ
クストを含めた分析にはテクスト精読を実
施した。 

もう一つは、他言語コーパスとの比較を通

して、英語コーパスの利点と欠点の理解を心

掛けたことである。例えば、標準コーパスと

して世界的に広く利用されている British 

National Corpus (BNC)は、著作権処理のしや

すいものをデータ化したためサンプリング

方法およびジャンルに大きな問題がある。ま

た、Mark Davies 教授（米ブリガム･ヤング大

学）の運営するコーパス群では、検索結果の

出力文字列から談話コンテクストを精査す

るには十分な長さを提示できていない。こう

した知見は、複数の言語研究に携わり、且つ、

コーパス事情に通じていなければ得られな

い重要な点であり、逆に、今後の研究に対す

る有益なヒントでもある。 

このように、デジタル資料だけではなくア

ナログ資料を用いることにより、可能な限り

客観的に研究を進めることにも細心の注意

を払った。 

 

４．研究成果 
 
「研究の目的」で説明した通り、本研究課

http://ota.ahds.ac.uk/


題は「形態統語」面から見た主要部と依存部
の関係だけではなく、「談話情報」面から見
た主要部と依存部の関係へと拡張した。 
前者の研究成果は以下の通りである。英語

における形態統語標示が通言語的に異質な
形態依存関係を持つに至った原因として、
「大母音推移」（GVS）に注目した。大母音
推移とは後期中英語期から初期近代英語期
にかけて起こった変化であり、[1]Jespersen 

(1909)によって指摘された。つまり、強勢の
ある長母音の調音点すなわち舌の高さが一
段か二段高くなる現象である。舌の位置が最
も高い[iː]と[uː]の場合は、それぞれ二重母音
化を引き起こした（[iː] > [Ιi] > [əΙ] > [aΙ], [uː] > 

[u] > [ǝʊ] > [aʊ]）。これにより、一人称単数代
名詞 I は二重母音化を被り、他の強勢を持つ
語彙に依存することなく生起できるように
なった。I は主要部となり、その証拠として
I’m, I’ve, I’ll, etc.などの表現を生み出すこと
となった。使用頻度の高い I’m 表現は、他の
成員である you are や it is へも連鎖的に影響
を与えて you’reや it’sを創出させ、結果的に、
英語は言語的に異質な「代名詞主語の主要部
化」をパラダイム全体で完成させるに至る。 

一方後者の研究成果は以下の通りである。
The fact is (that), the point is (that), the problem 

is (that)等の表現は、先行情報と関連･対立す
る内容を導入することに特化した構文であ
る。こうした構文事例は[2]Schmid (2000)の提
唱 す る 「 貝 殻 名 詞 構 文 」（ shell noun 

constructions）あるいは[3]Hopper & Thompson 

(2008)が「投射構文」（projector constructions）
と呼び習わす構文の一部である。先行研究で
は、特に現代語における詳細な分析が報告さ
れている一方、歴史的発達経緯を報告するも
のは皆無に等しかった。そこで、上掲構文の
通時的発達をコーパスと文献資料を用いて
綿密に調査し、構文理論と文法化理論の点か
ら分析した。会話データからは上掲構文が音
調上独立して使用される傾向が明らかとな
り、コーパス分析からは修飾語や補文化辞の
有無によるヴァリエーションも確認でき、更
に、使用頻度に応じた構文的拡張を遂げてい
ることを例証した。 
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